
小さな階段を上るようにIT導入が進む

実践ガイドブック
社内のIT導入が思うように進んでいない中小企業の経営者が、そばにおいて役立つガイドブック



ご挨拶

 この度は、小さな階段を上るようにIT導入が進
む実践ガイドブックをダウンロードいただきま
して本当にありがとうございます。

 ITを活用することで大きな成果が得られること
は間違いありませんが、IT導入はステップを踏
んで導入をしていくことで、着実に進めること
ができると考えています。

 ぜひこのガイドブックを参考にして、ITの活用
が進むことを、心より願っています。

中小企業の成長に向け、成長
基盤となるビジネスプロセス
の変革とITの活用ができる仕
組みづくりをお手伝いしてい
るパートナー型コンサルタン
トです。

・20年以上の長期にわたる
SEの経験

・ITマネージャーとして年間
100件以上のソリューショ
ン対応を経験

・商品開発や企画業務の経験
が豊富

二宮技術士事務所
代表 二宮 和彦

書籍一覧



なぜIT導入は難しいのか

 ITには簡単なITと難しいITがあります。
簡単なITであれば、導入するだけで誰でも使える
ようになるため成果もでますが、難しいITは導入した
だけでは、まったく役に立たないこともあります。

 導入したけれども動いていないITがある。
高価なITを、思い切って入れたにも係わらず動かす
ことができなかったという例も良くお聞きします。

 一部の機能しか使えていないITがある。
いまのITは多くの機能を備えているため、一部の機能
しか使っていない例は多いのですが、重要な機能を
使えていないITの場合には、大きな成果を出すことは
期待できません。



ITは導入しても動かないものがある

 ITを導入しても動かせないITとは
ITを分類すると、右図のように分けることができます。

 情報系IT
ITが停止をしても直接業務を止めてしまうようなこと
が少ないITです。
導入がしやすく利便性が高くなります。

 基幹系IT
システムが停止すると、業務が止まってしまうような
ITです。業務に直結するために、重要なITになります。
重要なITは、情報系のITのようにITを入れただけでは
動かすことができません。

 成果の大きさ
重要なITになればなるほど、ITをしっかり動かすこと
で大きな成果が期待できます。

IT

情報系IT

基幹系IT

メール

業務システム
・会計システム
・販売管理システム

基幹システム
・ERP
・生産管理システム

ホームページ

グループウェア



重要なITをしっかり動かすためには

 重要なITのポイント
重要なITは、ITだけではまったく動いてくれません。
情報系のITは個人のスキルによるところが大きいのと
それほどITのスキルは要求されません。
全員が使えるためには、だれでも使えるスキルレベル
にしているからです。

 ITを動かすためのスキル
重要なITは、大きな成果を出すために、ITを動かすた
めのスキルが必要となります。

 業務を動かすためのスキル
システムで業務を動かすためには、業務の知識やしっ
かりしたルールも必要となります。

 部門間の連携
重要なITは多くの部署と連携することが多いため、社
内の円滑な連携が必要となります。



なぜ小さな階段が必要か

 自社のレベルに合わせてステップアップ
ITには簡単なITから難しいITまで、いろいろなITがあ
ります。そのため自社のレベルに合わせて適切なITを
導入して少しづつステップアップをしていくことが良
いでしょう。

 社員のITスキルの成長
導入するITのレベルが上がっていくことで、社員のIT
スキルも上げていく必要があります。
ITのレベルを上げていきつつ、自社の社員のITのレベ
ルも少しづつ上げていきましょう。

 部門間の連携
重要なITでは、部門間の連携が必要になってきます。
部門間が協力できる文化になるよう、自社の企業文化
も少しづつ成長をしていきましょう。



IT導入のための２つの階段

レベル1
初期：プロセスは場当たり的

レベル2
管理された：プロジェクトレベル

レベル３
定義された：体制と予防で調整

レベル4
定量的に管理された：測定される

レベル５
最適化された：改善に注力

➢ ITのリテラシーと活用レベル
ITを活用するためには、ITを利用するため
のスキルと、ITの成熟度を上げていくス
テップになります。

ステージ１ ステージ2 ステージ3 ステージ4

情報システムを
部門内で活用

情報システム
の導入

情報システムを
部門間でも活用

情報システムを
企業間でも活用

➢ ITの導入の階段と乗り越える壁
ITを導入していく階段は、小さな部門から大きな部門に拡大
し、部門間の活用へと拡大していくステップになります。



ステップアップをしていくために重要なポイント

 自社のレベルを確認
社員のITスキルはどれくらいかを把握して下さい。
企業文化のレベルを確認してください。部門間の連携
がどれくらいスムースに進むのか、あるいは新しい取
り組みに反対しそうな人がどれくらいいそうか、がわ
かれば企業文化のレベルが確認できます。

 導入するITのレベルを確認
導入するITは自社のレベルに合っているITかどうかを
確認してください。自社で使いこなすことが可能かの
視点で見てください。

 背伸びして届く内容のITですか？
成長をめざすために、チャレンジをすることがありま
す。しかし検討するITは、自社が背伸びをして届くレ
ベルのITかどうかを確認してください。



ITの種類と対応が求められるレベル

ITの種類によって、対応が必要となる項目とレベルがあ
ります。メールやグループメールは自社に適合したITで
なくとも利用できますが、生産管理システムやERPにな
ると、ITを動かすこと自体が困難になります。成果の上
がるITでは以下の項目が重要になります。

 ITベンダーの選択
良いITベンダーを見定めて、長期に渡りお付き合いを
することが、両社にとって大きなメリットになります。

 IT人材
ITのレベルが上がってくれば、IT人材の配置が必須に
なってきます。最初はITに詳しい人から始め、IT戦略
を立案できるような人材に成長させていきます。

 プロジェクトマネジメント
難しいITの導入には、プロジェクトマネジメントのス
キルは必須になってきます。



導入するITの難易度に合わせたステップアップ

 情報系ITと業務系・基幹系ITのギャップ
情報系のITと業務系・基幹系のITでは大きな違いがあ
ります。業務系ITと基幹系ITでは業務に直結するため
各社の業務フローやルールがさまざまになります。
このため自社の業務分析を先に行い、システムとの
ギャップを整理して対応方法を決めることが必要です。

 ギャップを埋めるための小さなステップ
ギャップは、前述のグラフに示しましたが、多くの項
目で求められるレベルが変わります。
大きなギャップがある項目は、ITを導入するまえに、
少しづつ知識や経験を重ねて、必要な人に求められる
レベルに近づけていく必要があります。
業務の標準化や業務プロセスなどの見直しも同様です。
このようにITの導入までの間に、多くで対応していく
ことが、ITの成功につながります。



IT導入の階段を楽に上っていける

パートナー型の専門家支援の活用

IT導入の階段を、着実にひとつづつ上っていくことで長
期的には大きな成長につながっていきますが、階段がひ
とつではないことが厄介です。それぞれの状況を見なが
ら進めるためには、パートナー型の専門家の支援を受け
ることも解決策のひとつになります。

 最適なITの選択
自社に合ったITが選択できることで、費用対効果の高
いIT活用が期待できます。

 IT関連スキルの向上とIT人材育成
社員のITスキルの向上とIT人材の育成をIT導入に併せ
て支援をしていくことで早期の成長が期待できます。

 企業文化の変革
ITの導入に併せて業務プロセスを見直したり、社内の
ルールを見直して、企業文化の変革を促進できます。 出典：2022年版中小企業白書・小規模企業白書概要



最後までご覧い
ただきましてあり
がとうございます

ご質問がございましたら、以下
のアドレスからお問合せ下さい。

info@n-pe.jp

二宮技術士事務所

代表 二宮 和彦
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